
世
田
谷
村
日
記

石
山
修
武

　
十
二
月
十
七
日
　
日
曜
日

　
明
日
は
二
〇
〇
〇
年
最
後
の
世
田
谷
村
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
。
二
〇
〇
〇
年

は
建
築
作
品
と
し
て
は
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
Ｇ
Ａ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

号
）
、
増
井
イ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
二
作
で
あ
っ
た
。
松
崎
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
　
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
及
び
鈴
木
博
之
設
計
会
所
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
将
来
の
布

石
と
な
っ
た
。

　
最
大
の
成
果
は
早
稲
田
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
佐
賀
春
、
夏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
実
現
で
あ
り
、
こ
れ
は
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
出
版
よ
り
一
冊
の
本
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
計
画
は
建
築
計
画
、
都
市
環
境
設
計
の
専
門
分
野
に
と
ど

ま
ら
ず
、
極
め
て
総
合
的
有
機
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
の
環

境
問
題
お
よ
び
、
近
代
化
を
主
題
と
す
る
研
究
所
の
設
立
、
新
大
学
院
大
学

構
想
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
二
〇
〇
一
年
に
持
ち
こ
さ
れ
た
。

　
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
ｉ
ｎ
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
世
田
谷
村
の
二
つ
の
柱
は
建
設
が

続
行
中
で
あ
る
。
十
勝
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
記
念
塔
は
建
設
中
、
年
明
け
に
現
場

チ
ェ
ッ
ク
予
定
。

　
明
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
再
び
世
田
谷
村
と
大
学
の
研
究
室
と
の
関
係

に
つ
い
て
述
べ
る
。
又
、
将
来
へ
の
方
法
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
オ
リ
エ

ン
テ
ー
テ
ッ
ド
、
つ
ま
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
志
向
型
研
究
室
開
設
の
方
針
と
概

略
を
述
べ
、

　
一
、
世
田
谷
村
計
画
↓
ゼ
ロ
シ
ェ
ル
タ
ー
計
画

　
二
、
ひ
ろ
し
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
三
、
佐
賀
計
画

　
四
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
・
Ｉ
計
画

　
五
、
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
計
画

　
六
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
計
画

の
進
行
方
法
に
関
し
て
議
論
す
る
。

　
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
短
期
の
、
い
わ
ゆ
る
作
品
製
作
の
仕
事
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
に
要
求
す
る
。

　
た
だ
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
力
量
か
ら
考
え
る
に
、
世
田
谷
、
大
久
保
共
に
小

さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
確
実
に
こ
な
し
て
ゆ
く
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
又
、
ス
タ
ッ
フ
の
国
際
化
に
関
し
て
は
、
現
実
を
見

据
え
る
時
期
で
あ
る
。
実
施
設
計
は
外
国
人
に
任
せ
る
事
は
で
き
な
い
。
ど

の
よ
う
に
し
て
彼
等
の
能
力
を
生
か
す
か
は
冷
徹
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
本
人
の
小
器
用
さ
は
私
の
よ
う
な
タ
イ
プ
に
は
役
立
つ
の
だ
。
考
え
て
み

れ
ば
、
私
は
な
ん
だ
か
外
人
ポ
イ
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
ね
。
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